







































リア DNAの D-ループ可変領域の塩基配列解析を行った｡はじめに､従来の D･loop増幅
(242bp)を2つに分け､前半部のプライマーとしてmdr-79､mdr･244､また後半部ではmdr･161､
mdr･350を用いて増幅を試みたところ12つのtemplateからそれぞれ約 145bpおよび180bp
のバンドが増幅された｡これらの増幅バンドを精製して､塩基配列を決定し､6つの既知配列 :
鯵ヶ沢 (1型)､大船渡(2型)､ヤクシマザル､Allele4(Hayasakaeta1.,1991)､Macacamulatta
(china)､Macacamulatta(India)とアライメントした.その結果､まず首里城追跡退骨につい
ては､ヤクシマザルと同一の配列であることが判明した｡したがって､この首里城出土骨は 16
-17世紀前後に屋久島から沖縄に持ち込まれたサルの退骨と考えられた0-万､宮城県多空軍城
から発掘された､奈良時代のサル遺骨2サンプルについては､それぞれ1型と2型 (ないしは2
型に類似するタイプ)であることが判明した｡このことから､かつての東北地域個体群において
も1型以外のタイプが分布していたと推定された｡
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